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Domaine Tessier  
ドメーヌ  テシエ 

綿密な畑仕事が生むピュアでエキゾチックかつエレガントなムルソー  

 
ファイン・ワイン・シリーズ『ブルゴーニュ』を出版したワイン評論家ビル・ナンソン氏がワイン・サーチャーで発表したブルゴーニュの隠れた優良

生産者トップ 10にランクインしたドメーヌ・テシエ。ワインアドヴォケートやジャンシス・ロビンソンでも高い評価を受けている注目の生産者です。 

 

アルノー・テシエが齢 22にして家族が経営するムルソーのドメーヌを引き継いだのは 2006年のことで、先代である父親の突然の死に依るもの

でした。14歳の頃からブドウ畑で父親の仕事を手伝ってきたアルノーは、ドメーヌを受け継いだ当初より、ムルソーで最も上質であるとされる複

数のアペラシオンに跨る 7.5ヘクタールの自社畑の偉大なポテンシャルを見抜いていました。 

 

彼の世代の多くの若き醸造家たちと同様に、ワイン造りのプロセスの大半はブドウ畑で良いブドウを作ることに集約されるというのがアルノーの

哲学です。ブドウ栽培は有機農法を採用し、開花の時期に余分な花や新芽を摘み取ることによって厳しく収量制限しています。 

 

畑での仕事を何よりも重視するアルノーは、一日の殆どの時間を畑で過ごします。それ故にテシエのブドウ畑は、極端な程に多くの時間と労

力を畑仕事に費やしていることで良く知られ、ある種のステータスを築いています。妻のカトリーヌもアルノーと同じ醸造家で、ブルゴーニュや

海外のワイナリーで働いた自らの経験とスキルを生かしてテシエの栽培チームを助けています。 

 

アルノーは自らのワイン造りに対して常に明確なビジョンを持ち、個々のテロワールの真髄を映し出したピュアでエキゾチックかつエレガントな

ワインを生み出しています。ワインのクオリティは、年を重ねるごとに向上し、テシエのワインは、今やムルソーのアペラシオンの中でも最高のも

のと見なされています。非常に小さなドメーヌですが、醸造設備への投資を徐々に増やし、ここ数年間で圧搾機と発酵タンクを新調し、他の設

備も今後数年間で最新のものに買い替えてゆく予定です。 

 

ここ 10 数年の間に数多くのブルゴーニュのドメーヌで若く新しい醸造家への世代交代が話題となっていますが、ドメーヌ・テシエもまた、世代

交代による偉大な成功例の 1つであると言えるでしょう。 

 

■テクニカル情報■ ドメーヌ所在地：コート・ド・ボーヌ地区ムルソー村 畑面積：7.5ha 主な栽培品種：シャルドネ 栽培：有機栽培（リュット・

レゾネ） 醸造：房ごと圧搾し、大型のステンレスタンクで 20～30 時間デブルバージュさせた後、容量 228L の小樽を使用し、自然酵母で発酵。

バトナージュを行いながら澱と共に 1 年樽熟成させ、半年間タンクで休ませて瓶詰。新樽率は年・区画ごとに異なるが、大体 30％以下に制

限。 

 

≪ワインアドヴォケート誌 2019 年 2 月掲載より≫：アルノー・テシエとカトリーヌ・テシエは、静かなる野望を秘めたこの 7.5 ヘクタールのムルソ

ーのドメーヌの立て役者である。ドメーヌが所有する区画は、ムルソーのコミューンの中でも最高の立地に恵まれている。丁寧な畑仕事により

綿密に育成された土壌、低収量、主に古樽を使用してゆっくり長期間かけて行うエルバージュを基本とするアプローチにより、濃厚な凝縮感と

張りのある味わいを兼ね備えた長期熟成型のワインを生み出している。 

 

■2022ヴィンテージ情報■ ブルゴーニュ地方の 2022年は、春霜による大きな被害を受け、歴史的な低収量を記録した前年と比べて、量、

質ともに素晴らしいヴィンテージとなりました。4月初旬に数回、霜が降りたものの、以降は気温が上がり、ブドウの樹の成長が早まりました。開

花は、例年より早く、5月下旬に始まり、全体的に良好な結実がみられました。その後は乾燥した日が続きましたが、6月中旬にまとまった雨が

降り、水不足を補うことができました。8月は暑く乾燥していましたが、ブドウは順調に成熟し、中旬から収穫が始まりました。美しいバランスと凝

縮感を備えたブドウが収穫でき、偉大なヴィンテージになることが期待されています。 

 

 

 

 

 



 

担当： @millesimes.co.jp  株式会社ミレジム  Tel.03-3233-3801  Fax.03-3295-5619 

2022 Bourgogne Côte d'Or Blanc                             上代価格 ￥7,200（税抜） 
ブルゴーニュ コート ドール ブラン                                                   JAN: 4543190184045 
 
AOC（AOP）ブルゴーニュより厳しい規定をクリアした地理的名称付ブルゴーニュ。 
ピュリニー村とムルソー村にある区画のブレンドで、リンゴや熟した果実の芳醇なアロマとともに豊かなミネラ
ルが感じられます。 
 

【辛口/白】 品種：シャルドネ 100％ Aｌｃ.：12.5%   
 

 
 
2022 Bourgogne Champ Perrier                              上代価格 ￥8,000（税抜） 
ブルゴーニュ シャン ペリエ                                                          JAN: 4543190184038 
 
【辛口/白】 畑：シャン・ペリエ（ムルソー村とピュリニィ村の境界） 畑面積：0.4ha 品種：シャルドネ 100％  

Aｌｃ.：12.5% 平均樹齢：40年以上  
 
2020VT★ヴィノス 86点：果樹園を想い起させる豊かなフルーツのアロマが優しく香り立つ。フレッシュ感を湛
えた快活な味わいで、絶妙な酸が印象的。≪飲み頃：2022-2025年｜2022/1掲載≫ 
 
 
 

2022 Meursault Les Casse-Têtes                             上代価格 ￥18,000（税抜） 
ムルソー レ カス テット                                                              JAN: 4543190184076                                                  

【辛口/白】 品種：シャルドネ 100％ 畑面積：0.48ha 植樹：1984年（樹齢：35年） Aｌｃ.：13%   

 

2020VT★ヴィノス 89-91点：グアバ、アーモンド、パッションフルーツ、黄色い花の香りが溢れんばかりにグラ
スから立ち上る。大胆なスタイル。味わいは非常にバランスが良く、繊細な酸と張りがあり、爽やかさが口中に
広がる。フィニッシュに向けてもう少し緊張感が欲しいところだが、飲み手を楽しませてくれるワインである。                
≪飲み頃：2023–2032年｜2022/1 掲載≫ 

 
 

2022 Meursault 1er Cru Le Poruzot Dessus                  上代価格 ￥26,000（税抜） 
ムルソー プルミエ クリュ ル ポリュゾ ドゥスュ                                           JAN: 4543190184052                                     

【辛口/白】 品種：シャルドネ 100％ 畑：1級畑ポリュゾ・ドシュ（ジュヌヴリエールに隣接） 畑面積：0.56ha  

植樹：1950年 Aｌｃ.：13%   
 
2020VT★ヴィノス 89-91 点：複雑なノーズ。洋ナシ、ネクタリン、青リンゴを思わせる複雑なアロマが控えめな
がらも綺麗に花開いていく。バランスの良い味わいで、はっきりとした輪郭を持ち、終盤に向けて仄かなレモ
ンサワーの風味とともに石を思わせるようなミネラルのニュアンスが漂う。洗練されたワイン。 
≪飲み頃：2023–2032年｜2022/1 掲載≫ 

 

 

 

2022 Meursault 1er Cru Les Charmes Dessus                上代価格 ￥28,000（税抜） 
ムルソー プルミエ クリュ レ シャルム ドゥスュ                                           JAN: 4543190184069                                     

【辛口/白】 品種：シャルドネ 100％ 畑：ムルソー3大プルミエ・クリュの 1つであるシャルムの最上区画  

畑面積：0.32ha 植樹：1948年 Aｌｃ.：13%   

 

2017VT★パーカーポイント 92-94 点：熟れた柑橘系果実、青林檎、洋梨のアロマにスモークやヨードの香りが
輪郭を添える 2017 年のムルソー・プルミエ・クリュ・シャルム・ドシュは、ミディアム～フルボディのみずみずしく
恰幅の良いワインで、古樹ならではの凝縮感と素晴らしくふくよかなミッドパレット、くっきりとした輪郭を湛えた
余韻の長い後味を持つ。1948年に植樹されたテシエの自社畑の中で最も樹齢の古い区画。 
≪2019/2/1掲載≫ 
 
2017VT★ジャンシス・ロビンソン 16.5/20 点：洋梨の香りを思わせるアロマに若々しさが感じられる。リッチできめ細やかな味わいで、クリーミー
さもあるが、間違いなくまだ発達初期の段階。フレッシュで余韻の長い後味が広がる。 ≪飲み頃：2020-2024 年｜2019/1/8掲載≫ 
 
 


